マレーシアの知的障害福祉施設訪問　

―　利用者の笑顔と自信にふれて　―
秋田市手をつなぐ育成会

医学博士　小林 顕
今年の六月、マレーシアの知的障害福祉施設を三箇所訪問した。マレーシアはインドシナ半島から、さらに南に細長く突き出たマレー半島にある国である。

私は医者になって二七年経つが、知的障害の福祉に関してはまだ日が浅く、目下、中学校の恩師の谷内和夫秋田県・秋田市育成会会長をはじめとする諸先輩から日々ご指導いただいている。親として自分の子供を思う気持ちは先輩諸氏と同じであり、この子に幸せな一生を送らせてやりたいと願っている。子供はまだ小さく、依然として戸惑いと発見の毎日である。
今年の冬、秋田大学副学長の井上浩先生から、六月に医学の学会発表で一緒にマレーシアのクアラルンプールに行かないかとお誘いがあった。子供のことで妻も疲労困憊している状況で、渡航して家を空けるというのは無理だろうと思い留保していた矢先、突然、三月一一日の大震災が起きた。その後、世界各国から被災地への援助があり、地球全体での篤い惻隠の情を目の当たりにして感動を覚えた。
私は思った。狭い日本で悶々としていてもしょうがない。世界中どこでも知的障害は二〇〇人に一人いるのだ。いい機会だ。世界に出て行って、世界の知的障害者福祉に触れてみよう。自分たちが今受けている日本の知的障害者福祉を別の視点から見られるのではないか。そして、この悶々とした自分の気持ちに何かしら答えが見つかるのではないか。
兎にも角にも、是非、マレーシアの知的障害者福祉施設に行ってみたいと思った。マレーシアに知り合いがいなかったので、マレーシアの日本大使館にメールを送った。「秋田市育成会の小林というものですが、クアラルンプールの知的障害福祉施設を視察したいので、施設をご紹介いただけないものでしょうか？」

翌日、在マレーシア日本大使館領事の高柳一夫さんから、「妻が役員をやっているクアラルンプール日本人会婦人部のかとれあ会で、障害者施設にボランティア活動と寄付を行っており、大使館や日本人会と施設との間で交流があるので施設訪問はできると思います。」という返事が来た。そして、かとれあ会で訪問している施設の利用者や寄付金授与式の写真が載っているかとれあ会の会報が送られてきた。

まさに天の助け、感謝感激。送られてきた写真に写っている向こうの施設の子供の顔は我子とそっくりじゃないか！　感動のあまり、涙を禁じ得なかった。これは飛行機が墜落しても行かなければならない。

かとれあ会の会報に載っている施設は三〇件余りで、予定している四～五日の滞在では二～三施設の視察が限界と思われたので、育成会副会長の柿崎文夫さんにどの施設を訪問すべきか相談した。柿崎さんは子供、成人、老人の各世代別に、三つの施設を選んでくださった。

その後、高柳領事からクアラルンプール日本人会で意見交換会を開いてくださるとのお話があった。活発な意見交換をしたいと思い、向こうの皆様の前で、秋田市育成会の五〇年間のあゆみについて私が発表をすることとした。

渡航前に秋田の知的障害児者施設を視察する必要があると思い、柿崎さんにお願いして若竹学園、竹生寮、柳田新生寮、杉の木園を訪問し勉強させていただいた。そして、平成二三年六月一九日、秋田大学前副学長井上浩教授御夫妻（注‐井上先生は平成二三年三月に秋田大学副学長を退任され、同年四月に再び工学資源学部教授に就任されました。）、秋田大学技術職員高橋圭太先生、私、の四名はマレーシアに向けて出発した。
マレーシアの社会と福祉

施設の紹介をする前に、マレーシアの歴史・民族・社会事情について簡単に説明したい。単一民族国家の日本と異なり、マレーシアは多民族国家であり、五〇年ほど前にイギリスから独立したばかりの発展途上国である。社会情勢が日本とマレーシアではあまりに違うので、その理解なしにはマレーシアの社会福祉の理解が難しい。

歴史的に見ると、紀元前から東南アジアでは先住民族が遊牧的な生活をしていたが、七世紀頃にヒンズー教がインドからもたらされた。その後、一五世紀はじめにクアラルンプールの南に位置するマラッカにイスラム教のマラッカ王国が建国され、現在のマレーシア国家とイスラム系マレー民族の基礎ができた。一六世紀にはヨーロッパ各国は帝国主義の時代となり、ポルトガルがマラッカ王国を攻略し、一七世紀にはオランダが併合した。一九世紀以降はイギリスに統治されたが、太平洋戦争開始に伴って英領マレー連邦は大日本帝国に敗戦まで占領された。
終戦後は再びイギリスが一九五七年のマレーシアの独立まで権勢を振るった。イギリスは植民地政策において民族間の摩擦を少なくするため、空間的・社会的隔離政策をとった。民族ごとに居住地域を区画化して分割統治を行った。この植民地政策が民族間相互の統一を阻害し続け、二〇世紀に入ってもこの分割統治政策が継続されていた。
五〇〇年近くヨーロッパ諸国の統治が行われる中で、大勢の中国人が中世においては明との交易、近世においても錫鉱山の労働者としてマレーシアに移住し、セランゴール州をはじめとする錫生産地や都市部に部落を作って住み着いた。中国人たちは仏教や道教の寺院と中国語の学校を作り、中国語を話し中国人街をつくった。中国人は勤勉であり、貿易や商業、錫鉱山での労働といった近代的産業で大きな勢力を示し、経済的に土着のマレー人より裕福になっていた。
インド人はおもに一九世紀以降、天然ゴムのプランテーション農業の労働者として主として南インドやセイロンから移住し、ヒンズー教の寺院とタミール語を教える学校をつくり、インド文化とヒンズー主義を維持した。
土着のマレー人は最多数を占め、イスラム教徒であり、マレー語を話し、自分たちのモスクとマレー語を教える学校を持つ。マレー人は農業や漁業などの伝統的な第一次産業分野に従事しており、彼らの多くは村での牧歌的な生活に満足していた。
マレーシアはこの三民族は民族間の婚姻などによる融合が少なく、それぞれの社会が独自の文化を保ちながら共存する複合民族社会である。イギリスから独立した後は三民族間の対立と経済的な不均衡が一層増大し、マレー人やインド人には幅広く貧困が残ったままであった。そして民族間の経済格差による不満と怒りが鬱積し、一九六九年にはクアラルンプールで民族衝突が生じ、数百名の中国人が犠牲となった。
この民族暴動を受け、一九七一年からマレーシア政府は与党連合国民戦線のラザク、フセイン、マハティール首相らによる、ブミプテラ政策と称する民族間の社会・経済的不均衡を解消するための新経済政策を導入した。この大規模な政治的介入により経済の成長と政治的安定がもたらされた。また政府はマレー人を社会の主流に置くことに成功した。現在、民族構成は、全マレーシア人口二七五〇万人において、およそマレー人六五％、中国人二五％、インド人八％である。
新経済政策下に、都市部での人口増加、都市のスラム化がもたらされたため、マレーシアの社会福祉においては、貧困問題、薬物依存問題、アルコール依存症、売春問題、少年の非行、女性に対する虐待、児童虐待・遺棄、などの多くの喫緊の課題が多く、独立したばかりのマレーシア政府にとって、障害者福祉や老人福祉は優先順位としては低くおかれてきた。
マレーシアでは病院はあるが公的医療保険制度はなく、また、福祉施設はあるが介護保険制度や障害者自立支援法に相当するものは一切存在しない。障害者福祉を実施している実際の機関は何かと言えば、大部分が民間のＮＰＯ（非営利組織）あるいはＮＧＯ（非政府組織）である。障害者の福祉に関する政府の役割は独立以来長く曖昧であった。一九九〇年になってようやく始めての政府の障害者福祉委員会が開かれたような状況である。

今回訪問した三施設を含めて、かとれあ会でボランティアや寄付活動をしている三〇あまりの施設はすべて、ＮＰＯあるいはＮＧＯであり、デイスプリング知的障害児通所訓練施設は政府からの援助を受けておらず、他の二施設では政府援助は受けているが、微々たるもので、当てにはしていないということであった。
要するに、マレーシアにおける障害福祉活動は、民族あるいは宗教にもとづく連帯の中で、あるいは障害者の権利擁護という理念のもとに、その必要性ゆえ、おもに内部から生まれたものである。国の独立前に設立された組織も多い。また独立後も政治が不安定であったので、おそらくほとんどの組織が政府からの援助を期待せず、自助的・相互扶助的な活動として立ち上げられたものと考えられる。現在に至るまで、おそらく、福祉施設の運営資金は、中国系の場合は中国閥、キリスト教系の施設の場合は教会からの援助、マレー系の組織においても民族や宗教の支持組織からの援助等であり、その他には、障害者団体、銀行を含む企業などからの資金援助、寄付金、家族の負担金等であろうと思われる。

今回訪問したマレーシアの三つの知的障害児者関連施設

一．デイスプリング･セランゴール知的障害児通所訓練施設
（利用者七〇名　七歳～三二歳）

二．ユナイテッド・ヴォイス知的障害者通所職業援助施設
（利用者一二〇名　二〇歳～三六歳）

三．ブキナナス障害者入居施設
（入居者三七名　五〇歳～九〇歳）

　
子どもたちの輝く笑顔　
―　デイスプリング･セランゴール知的障害児者通所訓練施設（写真１、２）―
この施設は錫鉱山で繁栄したセランゴール州のクランの中国系マレー人居住区にある施設である。青々とした蔦草の絡まる大きなアーケードを入ると、突然、この日通所訓練に来ていた二〇名ほどの生徒さんたちが、押し寄せるように我々を出迎えに来てくれた。小さい子供もいれば高校生ぐらいの利用者もいる。多くは中国系の利用者だ。みんなハローと言いながら、笑顔と握手で出迎えてくれた。初夏の日差しの中で子供たちの笑顔は輝いて見えた。中国系の理事長のジミーとインド系の園長のマダム・ジプシー・カラマールさんも笑顔で出迎えてくれた。

利用者の年齢によってクラスが年少組（七歳から一二歳）と年長組（一三歳以上）に分かれており、それぞれ別々にカリキュラムが組まれていた。
作業場では年長組の生徒さんたちが作業をしているところであった。作業場は五〇畳ほどでマレーシアに一般的なバンガローハウスを改築したものだ。テラスに屋根が付いたような所で、四方のうち二方は壁がない。風通しが良くて涼しく、そして明るかった。縦長の作業台が沢山並べられており、五～六人が一グループで合計三グループほどが作業をしていた。作業の内容は、①ケンタッキー・フライドチキンの店で出されるスプーン、フォーク、紙製手拭セットの袋詰め作業、②プラスチック製ストローの袋詰め作業、③グリーティングカード等の制作、などであった。基本的に、選別→袋詰め→ラベル貼り、という順序の流れ作業で、最後に生徒から選ばれた監督者が製品をチェックして品質管理を行っていた。
カンティーン（食堂）は南国の日差しが取り入れられて明るかった。ここで年長組の生徒たちが当番制で昼食を作るということであった。年少組のクラスでは指導員の方と一緒に子供たちは図画工作やお勉強をしていた。

最後に会議室でジミーが施設についていろいろ説明してくれた。この施設は一九八八年設立され、立ち上げに際してはＪＩＣＡが指導し、日本人のアケミさんという方の功績が大きかったそうだ。現在、職員は一〇名でボランティアが二名、運営費は利用者の親からの授業料と寄付で賄っており、政府からの援助は全く受けていないとのことであった。政府援助を受けるためには施設内にイスラム教の礼拝所を作らなければならないという規則があるようであり、これがこの施設にとって受け入れが難しいということのようであった。この施設にはクアラルンプール日本人会は毎年寄付をしている。
「マレーシアでは施設を卒業した知的障害者は、外の普通の職場で働いているのですか？」と私が聞くと、「彼らが一般の職場で働くことはやはり難しい。保護作業場で働かざるを得ないのが現状です。」とジミーは話していた。私の小さい子供も実は知恵おくれで･･･、と話したところ、一冊の分厚い本を奥から持ってきてくれて、「この本は六歳までの知的障害児の指導書です。この施設も以前は小さい子供もみていましたが、現在は、より年長の子供だけをみるようになりました。この本はもう必要ないのでアキラにプレゼントします。」ということで、その分厚い本をいただいた。ジミーは最後にニコニコしながら「アキラ、これから二人で一杯飲んで、もっといろいろ話をしませんか。」などと言ってくれて、実にいい人だった。
セルフ・アドヴォカシーの現場　
―　ユナイテッド・ヴォイス・クアラルンプール知的障害者通所センター（写真３、４）―
ユナイテッド・ヴォイスは二〇〇五年にマレーシアで最初に設立された知的障害の方の自立と社会参画を推進するＮＧＯである。会員は一五歳以上のダウン症、自閉症、注意欠陥多動性障害、脳性麻痺、広汎性発達障害や他の学習障害の方々である。運営理念は、「会員が社会生活に適応し、社会の一員として仕事をし、社会に貢献し、個人として尊敬されることを目標とする」ということである。

具体的には社会的企業（ソーシャル・エンタープライズ）としての保護作業場を開設して障害者を雇用し、会員が製作した商品をユナイテッド・ヴォイスのビルで販売している。さらには、一般の労働市場での知的障害者の雇用の推進を行い、二〇一〇年において一三〇名の会員の中の三三名が開かれた労働市場、すなわち一般のスーパーマーケット、工場、小売店、事務所などで雇用されている。その他に、社会に向けての啓蒙活動、他の障害者団体や権利擁護団体との連携推進、政府や政治家との意見交換、学習障害の方々のための権利擁護活動、国際的活動、などを行っている。
現在、役員九名、職員八名で運営し、学習障害などの会員一三〇名のうち二〇数名は常勤で保護作業場において就労している。運営費は、銀行や企業からの寄付、国際的に人道支援を行っているキリスト教系のＮＧＯのワールド・ヴィジョンからの資金援助、会員からの会費などであり、政府からの援助は全運営費のわずか一～二％である。クアラルンプール日本人会も毎年寄付をしている。

ユナイテッド・ヴォイスの本部ビルはクアラルンプール市街のど真ん中にあった。入り口を入ると店舗になっており、会員が作ったマグネット、しおり、織物でできたテーブルセンター、コースター、物入れ、また、絵画、陶器製のオブジェなどの商品を販売していた。奥は作業場になっており、青年から中年の方までの知的障害や学習障害の方、約二〇名が机に向かって、あるいは機織り機に向かって作業をしていた。彼らの多くは常勤で就労し、賃金も得ている方たちであろう。民族としてはマレー系、インド系、中国系の偏りはないようであった。

応対してくださった中国系の若い女性職員のウェイさんに、「彼らは訓練しているのですか？」と聞いたところ、「とんでもない！　仕事をしているんですよ！」といわれた。「仕事」をしているというのが重要なのである。作業内容は店舗で販売する商品を作ることであった。
面白いことに、作業場に日本で昔よく見たような木製の織り機があり、「さおり織」の織り機と呼ばれていた。若い男性の通所者が幅三〇センチほどの「さおり織」を織っていた。「さおり織」は黄、橙、赤、青、紫、黄緑、緑など、様々な色の木綿糸を経糸と緯糸にして織る平織である。
作業場のさらに奥はベイカリーになっており、チーズケーキやチョコレートケーキなどを作るとのことであった。ベイカリーの厨房には日本の外務省のＯＤＡ（政府開発援助）で贈られた冷蔵庫があった。その日出来上がったかわいいケーキがテーブルの上に沢山並んでいた。私はチーズケーキをいただいたが、とてもおいしかった。
二階にある、スクリーンのある会議室で、学習障害の方本人によるプレゼンテーションを聞いた。発表した学習障害の方は訥々ではあるが、堂々と話しをしていた。英語の発音もしっかりしており、なかなか深い内容のプレゼンテーションであった。彼はドイツでも発表をしたそうである。発表や立ち居振る舞いから感じられる、彼の持つ「自信」に、私は感銘を受けた。

会議室の隣はギャラリーになっており、学習障害の方たちが描いた絵が展示されていた。洋画は芸術的に優れたものも多く、私はすっかり見とれてしまって帰りの時間に遅れるところだった。

南国の光あふれる作業場で　
―　ブキナナス障害者入所施設（写真５，６）―
クアラルンプール市街のブキナナスの丘にあるブキナナス障害者センターは、元は一八五二年にローマン・カトリック教会のフランス人宣教師たちが建てた女子校であったそうである。ブキナナスとはマレー語でパイナップルの形をした丘という意味である。福祉施設としての始まりは、裏のジャングルから赤ちゃんの泣き声が聞こえ、シスターがその孤児を保護したのが始まりである。孤児院だった頃は一九一一年から一九六〇年まで二五〇〇名の孤児が育った。一九六二年からは政府の福祉局で孤児を受け入れてはじめたので現在は孤児の受け入れはない。一九七五年からは身寄りのない身体・知的障害の女性が生活し、そして一生を終える施設として運営されている。
現在、入居者は三五名のご婦人たちで、年齢は五〇歳から九〇歳である。障害は、知的障害、身体障害、聾唖、視覚障害などである。シスターも一〇〇年前は三〇人以上いたが、現在は四人の中国系のシスター（ヒアシンスさん、ルーシーさん、アンドレアさん、ベティーさん）、二人のヘルパー、三人のインド系の厨房職員、数人のボランティアで、三五名の入居者のお世話をしている。医師がたまにボランティアで往診に来てくれるが、入居者の健康状態は大体シスターたちが管理している。体調が急変したようなときは、救急車を呼んで病院に搬送してもらうそうである。
ブキナナス障害者入所施設は壁に重厚な尖塔アーチが連なる見事なヨーロッパ風の建物であった。建物の一角にイエスキリストを抱いた清楚な聖母マリアの像が立っていた。施設長でシスターのヒアシンスさんが出迎えてくれた。我々は最初に作業場に案内された。作業場は入り口より階段を数段降りた広いフロアーであり、十数名の身体障害、聾唖、視力障害の方々が作業をしていた。あるグループは分業で裂き織りを制作し、またあるグループは機械式の懐かしい形のミシンでパッチワークを作っていた。この作業場ではシスターのアンドレアさんが指導していた。

次に別の棟にある知的障害者の方たちの作業場に案内された。そこはかなり広いフロアーあった。広い作業場の窓はすべて開閉式のガラスのスリットになっており、涼しくて採光も申し分ない環境であった。壁には大きな横長の西欧的な風景画が懸かっていた。八名の知的障害の年配のご婦人が大きな長方形のテーブルに向かってゆったり腰かけ、絵や工作などの作業をしていた。イギリス人女性ボランティアのローレンさんが英語で話しかけたり、冗談を言って笑わせたり、お茶を出したり、トイレに行くときの歩行の介助をしたり、その他いろいろお世話をしていた。作業場にはフランスの作曲家レオ・ドリーブのオペラ「ラクメ」の、私の好きなアリア「花の二重唱」がＣＤラジカセから流れており、室内の洋風のインテリアと重なり、私は一瞬ここがヨーロッパであるかのように錯覚してしまった。
シスターのルーシーさんが知的障害のご老人たちのドーミトリー（共同寝室）に案内してくれた。ここには一人、重症心身障害と思われるドロレスさんという中年のご婦人がいた。彼女は寝たきりで、エアーマットを使用していたが、こちらに愛嬌のある笑顔を見せてくださり、上手な手踊りも披露してくださった。また、ここにはステラさんという自閉症の老婦人もおられ、明るい室内で静かに椅子に座っておられた。

他の入居者のドーミトリーも見せてくださいとお願いしたところ、ルーシーさんは二階に上がる階段の頑丈な鉄格子を開けてくれて二階のドーミトリーに通された。そこは風通しの良い広いフロアーで、七つか八つのコンパートメント（仕切りで区分けされた部屋）に分かれていた。一つのコンパートメントは十分に広く、中に三つほどのベッドがおいてあり、入居者の洗濯物が干してある部屋もあった。ほかにも共同の洗濯場兼物干し場があった。ドーミトリー壁の誰もが見えるところにイエスキリストの絵が懸かっていた。
ヒアシンスさんによれば運営費は、キリスト教団体や銀行や企業からの寄付、バザーや青空市の収入、一〇〇年以上前からのシスターたちの貯金からなる基金など、とのことであった。シスターたちはお金を使わないので、それが蓄財されて基金になっているとのことであった。政府からの援助は微々たるものとのことであった。クアラルンプール日本人会でも月に二回ほどボランティア活動を行い、また毎年寄付をしている。

　
クアラルンプール日本人会での私の発表（写真７）

六月二一日の午後、井上教授御夫妻、高橋先生、私、の四人は高柳領事の運転される車でクアラルンプール日本人会会館（ＪＣＫＬ）に向かった。同じく日本大使館書記官の柳沼宏さんが同乗された。クアラルンプール市街の丘の上にあるＪＣＫＬは旧日本人学校の跡地に作られた近代的な建物である。ＪＣＫＬの講堂で行われた私の発表を聞きに来られた方々は、在マレーシア日本国大使館の柳沼宏様ならびに高柳一夫様、クアラルンプール日本人会事務局のシャロン様、クアラルンプール日本人会婦人部かとれあ会会長の南様、また、高柳様（領事の奥様）、松本様、殿塚様、川村様、田中様、村田様、など同会役員の面々、教員の高木明宏様、南国暮らしの会の長田ケイ子様たちであった。

「秋田市知的障害児親の会の半世紀―ひとえにわが子を思う親心から生まれて、そして実を結んだ民間福祉活動の長い道のり―」と題した私の発表は、平成一二年に秋田市手をつなぐ育成会で発行した「秋田市手をつなぐ親の会四〇年記念誌」の座談会の記事と諸施設に関する記事をスライドにしてまとめたものである。親の会の創成期からの会員の皆様の血のにじむような苦労や努力とその輝かしい成果について話をした。

発表を聞かれておられた高木明宏先生から発表の日の晩、次のような感想が寄せられた。

「本日、ご紹介いただいた秋田での施設誕生の経緯、非常に感銘を受けました。あの当時、あれだけのことを行うことがどれだけ大変であったろうかと･･･。私も職業（教師）柄、施設等訪問する機会ありましたが、私は施設があって当然の様な思い違いをしていたように思います。先人の皆様の思い・苦労を少しでも垣間見たことがありがたく思います。その思いを忘れず、今後の活動に生かせればと思います。」
これを拝見して私は、秋田市の育成会の長年の活動が、海を越えてマレーシアで暮らす人たちにも感動を与えたことを知り、ここまで来て発表して良かったと思うとともに、育成会の先人の方々の活動に対して畏敬と感謝の念を新たにした。
　
マレーシア福祉施設訪問雑感
マレーシアに滞在中も、また日本に帰国してからも、マレーシアの知的障害福祉施設が、町のど真ん中に堂々と存在し、しかも施設の利用者の方々があれほどまで我々を歓待し、あふれる笑顔で接してくれたのは一体どういうわけなのだろうかと、私はずっと考え続けていた。また、どの施設においても、写真撮影に関して職員も本人も、どうぞご自由にお撮りくださいと言い、撮影に際しては笑顔を見せてくれた。これらのことは日本とは少なからず異なり、私はある種うらやましさを覚えた。

デイスプリング知的障害児施設は中国人社会の相互扶助的団結の中で、中国人居住区において、地域の欠くべからざる重要な施設として造られたと考えられる。彼らにとって毎日通う施設を、自分たちの居住区内に作ることは当然である。親たちは通所にバスなどの公共交通機関を使うことも多い。公共交通機関はクアラルンプールでは市街地においてのみ運行しており、施設が郊外にあったのでは通所が困難である。
ユナイテッド・ヴォイスは、障害者の権利を擁護するという崇高な理念のもとに、民族や宗教の隔たりなく啓蒙活動や社会的企業活動などを行う組織である。施設が市街地にあることは啓蒙活動や社会的企業の運営に都合がよく、彼らの理念に沿うことである。ブキナナス施設はカトリックの学校として建てられた施設であり、孤児院になってからも教会とともに存在してきた施設である。教会は町の中心にあるのでブキナナス施設も市街地にある。
我々の住む日本では市街地にある知的障害福祉施設もあるが、どういうわけか、海岸近くの松林の中や山麓、あるいは山かげなどの人目に付きにくい寂しい場所にも数多くの施設が存在する。クアラルンプールではたいていの施設が市街地にあるところが日本と趣を異にする。これはやはり風土・文化・ものの考え方の違いであろうか。
おそらくマレーシアにおいては、施設を利用する障害児者は、「自分たちは地域社会の純然たる構成員であり、地域社会から大切な存在として支えられ守られている。」、という意識が強いのではないかと私には思えてならない。施設の利用者が笑顔で接してくれたのは、このような意識のもとで、本人たちが常日頃から自らを取り巻く社会や人々の善意に感謝の念を持っているからであろうと思われた。
私は今回、マレーシアの施設の福祉関係者や本人たちに接することで、障害を有する人に対して地域社会が優しく包み込んでいるような暖かさを、マレーシアの人や社会に感じた。
マレーシアにおいては、地域住民の心から生まれ、心で育まれ、心の通った福祉文化が醸成されていることこそが、大変すばらしいことであり、日本の社会福祉は、少なくともこの点は学ぶべきところであると感じた。
まとめ

独立後五〇年余の発展途上国マレーシアにおける知的障害者福祉はその特異な社会事情の中で、政府の主導ではなく、ボランティア精神に根ざした民間福祉活動によって支えられている。その福祉活動は、高い宗教的理念、あるいは倫理的な人権擁護精神、あるいは強い民族的相互扶助精神が根底に厳然と存在し、今回視察した限りにおいては、この国では知的障害者の福祉が高いレベルまでエンパワーメントされているという印象を受けた。
また、施設利用者の屈託のない明るい笑顔と、その表情や立ち居振る舞いから窺われる知的障害者本人たちの落ち着いた心情と内に漲る自信から、この国の知的障害児者本人たちの幸福度は必ずしも日本に劣るわけではないと感じた。ある分野においては、日本の障害福祉はマレーシアをはじめとする東南アジアなどの発展途上国の福祉に、学ぶところがあると思われた。
　
おわりに
私にとって今回の訪問で得られた最も大きい成果は、我々と同じ気持ちで頑張っている方々が世界中に大勢いることが分かったことである。マレーシアでは政治的・経済的に厳しい状況の中で福祉関係者たちは信念を持って、しっかりと知的障害児者と向き合い、誠実に社会福祉活動を行っていた。障害のある方本人たちも福祉を施す側の気持ちを素直に受けとめて元気に生きていた。
日本全国の知的障害児者の保護者の皆様。悩んだり苦しんだりしているのは決して日本にいる我々だけではない。世界中どこでも、保護者や福祉関係者、更には障害のある方本人たちも一生懸命頑張っているのである。世界の仲間と手をつないで、お互いに励ましあいながら、そして共通の目標に向かって世界全体で教えたり教えられたりしながら、この長い道のりを共に歩いていこうではありませんか。
　

謝辞

在マレーシア日本国大使館領事高柳一夫様ならびに奥様の亜利様には、お忙しいご公務の中、わたくしども秋田市育成会のクアラルンプール福祉施設訪問に際しまして日程調整、クアラルンプール日本人会との調整、車の手配、さらには自ら車を運転して下さって御案内して下さるなど、本当にお世話になりました。恐縮至極でございます。大変に有難うございました。また、在マレーシア日本国大使館書記官柳沼宏様には、お忙しいご公務の中、ご助言とご教示をたまわりまして大変に有難うございました。

クアラルンプール日本人会事務局長三徳智久様ならびにシャロン様（顔葉子文様）、かとれあ会役員の南美惠子会長、高柳亜利様（再掲:領事奥様）、松本万恵様、殿塚久美様、川村豊子様、田中明美様、村田様など、かとれあ会役員の皆様には、視察施設との交渉、日程調整、また三箇所すべての施設の視察に御同行いただき、さらには通訳や説明をしていただくなど、大変お世話になりました。大変に有難うございました。また、クアラルンプール日本人会会館における、秋田市手をつなぐ育成会についての講演の機会を我々に与えていただきまして大変に有難うございました。
高木明宏様、また南国暮らしの会の長田ケイ子様、ご助言とご教示大変有難うございました。
デイスプリング･セランゴール知的障害児者通所訓練施設に通所されておられる皆様方、また、理事長のジミー様と園長のマダム・ジプシー・カラマール様、我々の訪問を受け入れてくださり、また丁寧なご説明をいただき大変有難うございました。

ユナイテッド・ヴォイス・クアラルンプール知的障害者通所センターに通所されておられる皆様方、また、施設の職員のウェイ様、我々の訪問を受け入れてくださり、また丁寧なご説明をいただき大変有難うございました。
ブキナナス障害者入所施設に入所されておられる皆様方、また、シスターのヒアシンス様、ルーシー様、アンドレア様、ベティー様、また、ボランティアのローレン様、我々の訪問を受け入れてくださり、また丁寧なご説明をいただき大変有難うございました。
日本におきましては、全日本手をつなぐ育成会国際交流事業部の袖山啓子様からは今回の視察・講演につきまして励ましのお言葉とご助言を頂戴いたしまして大変有難うございました。
秋田大学工学資源学部教授井上浩様ならびに奥様の啓子様、同学部高橋圭太先生、今回マレーシアに行く機会を与えてくださり、また施設訪問、講演などを含めまして、わたくしのマレーシア滞在中御同行くださり、また、ご助言とご指導をいただきまして大変有難うございました。
若竹学園施設長星野健一様ならびに職員の鎌田雅之様、竹生寮の平川英勝様、柳田新生寮寮長田口武史様、杉の木園統括管理者澤田修明様ならびに杉の木園園長進藤香代子様、施設の訪問に際しまして大変お世話になり、大変に有難うございました。
私の勤務いたします医療法人正和会の理事長小玉敏央先生には、私のマレーシア渡航を許可してくださり、さらには渡航中に私の管轄する医療法人正和会介護老人保健施設ほのぼの苑における業務を代行してくださり、大変お世話になりました。本当に有難うございました。
最後に、私の留守の間三人の子どもの面倒を見てくれた妻の節子に感謝します。
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